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1. チームリーダー（Ｒ5）  

リベロは、チームキャプテンにもゲームキャプテンにもなれる。  

 

2. スターティングラインアップ（Ｒ7.3） ラインアップシートが提出されたら(実際の運用では両チー

ムのラインアップが スコアシートに記入し終えたら)、正規の選手交代をせずに、ラインアップを変更

す ることはできない。ただし、スターティングラインアップの選手が試合前に負傷し た場合は、監督

がファーストレフェリーに申し出て、確認後変更することが可能で ある。（この変更は選手交代に含ま

れない。）  

 

3. ポジションの反則（Ｒ7.4.3）  

前後・左右の関係で、両足が完全に入れ替わった状態が反則となる。 【反則ではない】 【反則となる】 

（左右・・レフトとセンター、ライトとセンター の間には反則はないが、レフトとライトが完全 に入

れ替わっていれば反則となる。）  

 
 

4. ボールをプレーすること（Ｒ9）  

ボールは，自チーム側のフリーゾ ーン外とその延長

線上にあるスコ アラーズテーブル上から取り戻し 

てもよい。スコアラーズテーブルの 後方は、自コー

トのフリーゾーン外 側と同様に取り戻すことができ

る。 相手チームについては、フリーゾ ーン外側の

垂直面より内側であれ ば、ボールを取り戻すことが

できる。  

 

5. スクリーン（Ｒ12.5.1∼2）  

サービスヒットとボールのコースの両方をボールがネット垂直面に到達するまで 隠すことでスクリー

ンとなる。 サービスヒットまたはボールのコースがレシービングチームに見えるのであれば， スクリ

ーンではない。  
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6. 相手空間内でのブロック（Ｒ14.3）  

ブロックの反則（Ｒ14.6.1） 相手チームがアタックヒットを行う前に、ネットを越えてボールに接触

すること は許されない。 相手空間内で、相手のアタックヒットの前にブロッカーがボールに触れた場

合は 反則となる。 アタックヒットと同時にブロックの手がボールに触れても反則ではない。  

 

7. 正規の試合中断（Ｒ15.2.4）  

同じ中断中に要求を拒否された場合や、遅延行為に対する罰則を適用された場合 は、その後に正規の

試合中断（タイムアウトや選手交代）は認められない。（次のラ リーが完了すれば認められる。）  

 

8. 退場または失格での選手交代（Ｒ15.8）  

退場または失格となった選手には、直ちに正規の選手交代が行われなければなら ない。もしもこれが

できないときは、チームには例外的な選手交代をする権利があ る。これもできない場合は、チームは不

完全を宣告される。（例外的な選手交代は、 通常の選手交代の回数に含まれない。）  

 

9. 服装（Ｒ19.2） ２人のリベロは他の選手と異なる色で、さらに、お互いに異なる色のユニフォー ム

を着用することができる。  

 

その他 ・ペナルティエリア（Ｒ1.4.6）  

廃止。(退場・失格となった選手,スタッフはチーム控室に行かなければならない) ※ チーム控室がない

場合は競技場フロア内から出なければならない。 （例；通路，観客エリアなど）  

 

・タイムアウト（Ｒ15.4） テクニカルタイムアウトの条文が削除された。（＝ テクニカルタイムアウ

トがなくなった。） 
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2．1st レフェリー・2nd レフェリーの責務 

 各審判役員の役割の重要事項 

【1st レフェリー】 

1st レフェリーがラリーを止める場合の手順については、 

ホイッスル ➡ 得点サイドを示す ➡ 反則を示すハンドシグナル  

➡（必要があれば反則した選手を指す）  

 

起こりそうな反則を予想して、見ることが大切である。 

見ていなかったという状況が起こらないように、先に目を向ける意識を持っておく！！ 

最終判定を出すときは、必ずラインジャッジと 2nd レフェリーを確認してから判定を出すこと！！ 

 

① ハンドリング基準の統一 

 ･･･ 特にシングルハンドトスの反則の多くはキャッチの場合が多い！！  

 ボールが回転したからといって可ならずにも反則ではない！！ 

    

② サービス許可について 

 ･･･  サービス許可の前に必ずセッターのポジションを確認する。最低限セッターとその対角は 

覚えておく。 

両チームがプレーする準備ができていることを確認。 

  さらに、サーバーがボールを持っていることを確認後、サービス許可のホイッスル 

 

③ 最終判定の出し方 

 ･･･ ホイッスル後、必要なラインジャッジと 2nd レフェリーを確認後、最終判定を出す。 

 

④ 不法な行為について 

 ･･･ 軽度な不法行為を見逃すことなく、早い段階でステージ 1 を与える。 
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【2nd レフェリー】 

2nd レフェリーが反則を取る場合の手順については、 

ホイッスル ➡ 反則のシグナル ➡ （必要があれば反則した選手を指す）  

➡ 1st レフェリーに合わせてサイドを示す 

① ポジションの反則について 

 ･･･ サービスの前に移動したり、明らかにポジションが入れ代わっているのを見逃さない。 

   常に確認し、反則があれば早い段階で反則とする。 

 

② タッチネットについて 

 ･･･ 選手がネット際でプレーするとき、ボールを目で追わずネット際に目を残し反則が起きていない 

かを確認する。 

 

③ サービスヒット後について 

 ･･･ サーバーがサービスヒット後、ボールがネット上を通過する際に必ず許容空間を通過しているか

を確認する（必ずボールがネット上を通過するところに目を向けること！！）。 

   もし 2nd レフェリー側の許容空間外を通過したり、アンテナなどに触れた場合には吹笛する。 

 

④ 中断の要求について 

 ･･･ ワンラリーごとにベンチコントロールを行う。 

   選手交代・タイムアウトをスムーズに行う。ラリー終了後は、必ず両ベンチを確認し中断の要求 

がないかを毎回確認する。 

 

⑤ 不法な行為について 

 ･･･ 1st レフェリーが気づかない不法な行為があれば 1st レフェリーに伝える。 

 

＜ＭＥＭＯ＞ 
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3．プロトコールについて 

 1st レフェリー 2nd レフェリー S・AS（記録） 

設定時間 

11 分前 

記録席前で両チームキャプテン

を呼び、トスを行う。 

 

両チームキャプテン、監督に記

録用紙の登録選手を確認しても

らい、サインをもらう。 

（監督はプロトコール前でも 

かまわない） 

トスに立ち会い、両チームのコー

トと【サーブを打つ】権利を得た

チームを確認する 

両チームのコートと【サーブを打

つ】権利を得たチームを確認し、

記録用紙に記入 

【コイントスについて】 

トスに勝ったチームは以下の権利から 1 つ選ぶ。 

  ① 【サーブを打つ権利】  ② 【サーブを受ける権利】  ③ 【コートを選ぶ権利】 

トスに負けたチームは相手チームが選んだ権利以外から選ぶ。 

 

【公式練習について】 

1st レフェリーはコイントスの際に、公式練習を【合同】か【別々】かをキャプテンに確認する。 

（別々の場合） 

 【サーブを打つ】権利を得たチームから公式練習を始める。 

  公式練習開始のホイッスルを 1st レフェリーが行う➡3 分後、2nd レフェリーがホイッスル➡3 分後、1st レ

フェリーがホイッスル 

（合同の場合） 

公式練習開始のホイッスルを 1st レフェリーが行う➡6 分後、1st レフェリーがホイッスル 

公式練習中 ラインジャッジとミーティング 

審判台の確認 

スターティングメンバーの確認 

 

 

 

 

 

 

 

チームメンバーが記録用紙に記

載された通りか確認 

 ＊記録員とは別々で 

チームより提出されたスターテ

ィングメンバーが登録メンバー

かどうか確認 

 

スターティングメンバーが記録

用紙に記入されたか確認 

 

チームメンバーが記録用紙に記

載された通りか確認 

 ＊2nd レフェリーとは別々で

チームより提出されたスターテ

ィングメンバーが登録メンバー

かどうか確認 

正しいメンバーであれば、記録用

紙に記入。正しくなければチケッ

トをチームに返し、訂正してもら

う 

 公式練習終了後、チームはエンドラインに速やかに整列。（チームがミーティングをする時間はあ

りません。審判員は速やかに並ばせる。）1st レフェリーの吹笛でネットをはさんで握手。 

ラインアッ
プチェック
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 2nd レフェリーが促してもコ
ートに入らないチームがあれば
、コートに入るように促す。そ
れでも従わないチームにはｹﾞｰﾑｷ
ｬﾌﾟﾃﾝを呼んで、遅延警告を与え
る。 
 
 
 
 ﾁｰﾑｷｬﾌﾟﾃﾝがコートにいない場
合はｹﾞｰﾑｷｬﾌﾟﾃﾝを確認する。 
 
 
 
 
 
 2nd レフェリーが両手を上げる
のを確認すれば、サービス許可
の吹笛をする。 
（試合開始） 
 

スターティングの6人を速やかに
コートに入れる。 
必ず両チームを入れてからチェ
ックしてください。 
 
サービングチームから確認する
。  ＊記録員とは別々で 
 
記録が合図を確認したらリベロ
の交代を許可する。 
その後、レシービングチームの
確認。 
記録の合図を確認できたら、ボ
ールをサーバーに送る。 
 
記録が両手を上がったことを確
認すれば、両手をあげて、1st 
レフェリーに合図を送る。 
 
 
 

 
 
 
 
 
サービングチームから確認。 
 ＊2nd レフェリーとは別々で 
確認できたら2nd レフェリーに
合図する。 
その後、レシービングチームを
確認。 
 
 
サーバーを確認して、準備がで
きたら2nd レフェリーに両手を
挙げて合図する。 
 
 サービス許可の時間を試合開始
の欄に記入 
（試合開始並びに1セット目の開
始時間） 
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4．試合中について 

 1st レフェリー 2nd レフェリー S・AS（記録） 

基本の位置 

の取り方 

基本的に、ボールがあるサイドに

1 歩身体を移動させてプレーを

確認する。 

 

基本的に 1st レフェリーとは反

対側、つまりボールがないサイド

に立ち、プレーを確認する。 

 

ブロッカーの手からセンターラ

インが視野に入る位置に立つ。 

 

ラリー終了後は、負けたチーム側

に移動し、タイムアウトやサブス

ティテューションの要求がない

かを確認する。 

 

サービス時 Ⅰ サービス許可 

   両チーム準備ができたこと

を確認後 

 

Ⅱ サービス時の反則 

 ・8 秒ルール 

 ・サーバーのフットフォルト 

 ・ポジショナルフォルト 

 

Ⅰ サービス時の反則 

 ・ポジショナルフォルト 

 

ポジショナルフォルト確認後、サ

ービスボールが許容空間内を通

過するか（2nd レフェリー側の

アンテナ）を確認し、ブロックサ

イドに移動 

サーバーを確認し、ロングサーブ

の場合はサービスを打った瞬間

に 2nd レフェリーに伝える。 

ロングサーブが起こった場合・・・ 

① 2nd レフェリーはホイッスルをしてゲームを止め、スコアラーとスコアシートを確認。 

② 再度ホイッスルし、ポジショナルフォルトのハンドシグナルを示す。 

③ ｹﾞｰﾑｷｬﾌﾟﾃﾝを呼び状況を説明し、次のサーバーを伝えて正しいポジションに着かせる。 

アタック時 一歩分の攻撃側に身体を移動し、

必ず制止してプレーを見る。 

 

☆見るポイント☆ 

① アタッカーのタッチネット 

② キャッチ 

③ ボールコンタクト 

④ オーバーネット 

⑤ バックアタック時の 

アタックラインの踏み越し 

 

ブロックサイドに立ち、必ず制止

してプレーを見る。 

 

1st レフェリー側での攻撃時

は、サイドライン際に移動してプ

レーを見る。 

 

☆見るポイント☆ 

① タッチネット 

② ペネトレーションフォルト 

③ ボールコンタクト 

④ バックアタック時の 

アタックラインの踏み越し 

 

ボール通過後もネット際に目を

残し、ネット際に選手がいなくな

ったらボールを見て次のプレー

に備える。 

 

判定時 ホイッスルし、必要なラインジャ

ッジ・2nd レフェリーを確認後、

最終判定を出す。 

（焦らず確認してから判定する

こと） 

 

パンケーキのケースは、落ちたこ

とが確認できた場合、2nd レフ

ェリーはホイッスルできる。 

 

2nd レフェリー側のマーカー、

あるいはポールにボールが当た

った場合は2nd レフェリーがホ

イッスルする。 
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5．試合中断の要求について 

☆タイムアウト☆ 

 1st レフェリー 2nd レフェリー S・AS（記録） 

タイムアウ

トについて 

2nd レフェリーが吹笛した場

合、吹笛もハンドシグナルも必要

はない。 

ただし、監督またはキャプテンの

要求に2nd レフェリーが気づか

ない場合は吹笛をして、タイムア

ウトを許可する。 

 

 

 

 両チームの動向をチェックす

る。 

 部外者が入っていないか等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2nd レフェリーの合図を確認し

て、サービス許可の吹笛 

監督またキャプテンのタイムア

ウト要求を確認すれば、ハンドシ

グナルを示しながらホイッスル

する。 

その後要求したチームを示し、計

時を始める。 

 

 

 

両チームをベンチに戻らせる。 

 

記録席に行き、次のサーバー、タ

イムアウトの回数の確認。 

 

タイムアウトﾄが２回目であれ

ば、1st レフェリーに通告。（タ

イムアウト中） 

 

３０秒で吹笛をして、コートに入

れる。２回目の場合は監督に通告 

 

ボールをサーバーに渡し、2nd 

レフェリーの合図を確認したら、

両手を挙げて、1st レフェリー

に合図を送る。 

 

タイムアウトを記録する。 

 

2nd レフェリーに以下のことを

使える。 

・次のサーバー 

・反対チームの次のサーバー 

・タイムアウトの回数 

 

ＡＳはリベロのイン・アウトを伝

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サーバー、メンバーを確認して準

備ができたら両手を挙げて 2nd 

レフェリーに合図を送る。 

 

☆選手交代☆ 

 1st レフェリー 2nd レフェリー S・AS（記録） 

1 組の選手

交代の場合 

得に何もしない 交代選手がサブスティテューシ

ョンゾーンに入ったとき、ホイッ

スルしハンドシグナルを示す。 

 

立ち位置は、サイドラインと記録

席の中間ぐらいの位置。 

 

スコアラーの片手を挙げるのを

確認し、手の合図で交代させる。 

 

スコアラーから両手が上がるの

を確認し、1st レフェリーに両

手を挙げる 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナンバーを確認し正当な交代で

あれば、片手を上げる。 

 

選手交代の記録を完了したら、両

手を上げる。 
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☆選手交代（続き）☆ 

2 組以上の

選手交代の

場合 

得に何もしない 交代選手がサブスティテューシ

ョンゾーンに入ったとき、ホイッ

スルしハンドシグナルを示す。 

 

1 組目の選手交代を行っている

間、2 組目以降の交代選手を佐渡

ラインから離れた位置（記録席横

辺り）に待機させる。 

 

スコアラーの片手を挙げるのを

確認し、手の合図で 1 組目を交

代させる。 

 

スコアラーから両手が上がるの

を確認し、2 組目以降の選手交代

を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

ナンバーを確認し正当な交代で

あれば、片手を上げる。 

 

1 組目の選手交代の記録を完了

したら、両手を上げる。 

 

2 組目以降を動揺の手順で記録

を完了し、両手を上げる。 

両チーム同

時に選手交

代の要求が

あった場合 

特に何もしない 交代選手がサブスティテューシ

ョンゾーンに入ったとき、ホイッ

スルしハンドシグナルを示す。 

 

必ずどちらのチームから選手交

代を行うかを記録席に伝える。 

 

スコアラーの片手を挙げるのを

確認し、手の合図で交代させる。 

 

スコアラーから両手が上がるの

を確認し、反対サイドに移動しホ

イッスルしながらハンドシグナ

ルを示す。 

 

後の手順は同じ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナンバーを確認し正当な交代で

あれば、片手を上げる。 

 

選手交代の記録を完了したら、両

手を上げる。 

 

 

後の手順は同じ。 

 

 

6．セット終了について 

 1st レフェリー 2nd レフェリー S・AS（記録） 

セット終了

後 

2nd レフェリーからの通告を確

認し、セット終了のシグナルを示

し、エンドラインに選手を整列さ

せる。 

 

コートチェンジをさせる。 

 

セット間の計時を開始する。 

（2 分 30 秒） 

 

スコアラーからの通告を確認し、

胸の前で腕をクロスし 1st レフ

ェリーにセット終了を伝える。 

セット間の計時を開始する。 

（2 分 30 秒） 

 

スコアラーは、記録用紙のセット

ポイントの得点を消し、両腕を胸

の前でクロスし、セット終了を

2nd レフェリーに伝える。 
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7．セット間～時セット開始について 

セット間 両チームの状況を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

後の手順は、第 1 セット開始と

同様 

両チームからラインアップシー

トを受け取り、登録メンバーか確

認してから記録に渡す。 

 

計時開始から 2 分 30 秒後にホ

イッスルし、両チームをコートに

入れる。 

 

後の手順は、第 1 セット開始と

同様 

セットの結果の集計・記入を行

い、次のセットの必要事項を記入

する。 

 

 

 

 

 

後の手順は、第 1 セット開始と

同様 

試合終了 2nd レフェリーからの通告を確

認し、セット終了のシグナルを示

し、エンドラインに選手を整列さ

せる。 

 

ゲーム終了をホイッスルする。 

 

 

2nd レフェリーが確認した記録

用紙を、再度確認しサインする。 

スコアラーからの通告を確認し、

胸の前で腕をクロスし 1st レフ

ェリーにセット終了を伝える。 

 

 

 

 

記録用紙が完成後、記録内容を可

確認しサインする。 

スコアラーは、記録用紙のセット

ポイントの得点を消し、両腕を胸

の前でクロスし、セット終了を

2nd レフェリーに伝える。 

両チームキャプテンのサインを

採り、記録用紙を完成させる。 

 

完成後がサイン、その後スコアラ

ーもサインをし、2nd レフェリ

ー、1st レフェリーに確認して

もらう。 

、 

 

8. ラインジャッジについて 
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コンタクト 
 

 
ボール 
コンタクト 
 

 
ボール 
コンタクト 
 

 
ボール 
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9. 記録用紙の書き方について 
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